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設
に
以
っ

て
代
わ
ら
れ
人
人
v

の
切
の
行
政
法
的
川
崎
省
は
、
規
制
の
げ
が
明
白
を
き
げ
る
利
害
関
係
人
に
対
L
て
ふ
り
広
し
ア
ク
セ
ス
を
抗
供
す
る
一
一

（臥ノ，it・IJ:;0 '1 ：＇；）〔yワG つOC5.11, 



一三

肌

と
に
よ
っ
亡
と
統
化
し
ょ

行
政
訟
に
院

F
P
Q同
出
は
も
は
や
九
品
目
の
根
川
的
行
伎
で
は
な
く
金
円
、

みしド
L

J

手
」
こ
で
は
、

や
訓
刊
宇
悶
係
人
山
代
表
と

uハ
に
活
動
す
る
政
府
の
徒
動
的
湖
南

L
1
1ノ
包
拡
的
な
行
政
過
程
を
碓
日
出
司
る
も
の
に
あ
コ
わ
一
わ
一
こ
の
時
期

斗＇＂

ー
一
攻
と
刊
γ
何
代
宗
一
三
七
デ
バ
を
刊
判
じ
て
、
行
政
終
閃
♂
決
4Uρ
川

ν三

r
J滑
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

立
ほ
と
〕
同
じ
応
出

で
あ
七
つ
土
設
さ
れ
た
に
行
政
志
巴
渋
な
に
つ
い
て
の
実
質
的
な
共
紋
を
欠
く
中
て
、
そ
の
よ
λ

な
判
断
は
合
一
て
の

利
害
関
係
人
の
妥
百
一
を
反
映
寸
る
こ
と
に
な
る
で
あ
う
え

迎
止
な
球
ー
一
い
よ
る
判
断
ζ

同
一
ね
に
、
参
J
j
v

山苧
γ
似
進
す
る
こ
レ
は
重
一
中
メ
ヘ
d

役
間
ζ

な
っ
て
き
丈
」
そ
れ
に
よ
り
岡
山
法
ず
る
吉
川
内
に
つ

い
て
引
な
い
関
係
人
か
ら
の
｛
シ
フ
／
ト
に
悶

J
v
t
の
考
照
を
確
保
す
？
と
に
な
る
ο

一
G〕

に
よ
る
既
別
出
走
を

t
L又
に
ぷ
用

L
え
n

最
高
裁
は
丸
八
一
て
引
ー
に
己
叩
コ
メ
／
ト

T
品川

訓
刊
話
代
去
モ
一
一
ノ
ル
幻
覚
以
と
は
ほ
司
時
仁
、
憲
法
辺
市
の
中
で
多
円
以
』
刊
誌
パ
ワ
タ
イ
ム
が
れ
党
区
山
し
た
。
こ
の
パ
一
ノ
ゲ
イ
ム
は
ッ
ぐ
の

しる7巾
し核

多とヌ，，
お入 ' 
ィ月仕 る
でと
投｝
パろ
フは
ダ、

イ人
ム民
はあ
、る

国主 い
里t は
的そ
問の
泡 代
と表
し ψ〉

c ~ 

の
政
策
決
定
の
庁
統
冷
を
μ↓

T
yる
こ
と
が
で
え
る
と
い
つ
も
の
で
あ

の
存
在
そ
の
も
の
を
如
何
に
日
続
化
す
る
か
と
い
っ
疑
判
や
主

人
民
に
よ
る
ゴ
ン
h

門
一
｜
ル
か
ら
一
掃
推
さ
れ
た
行
政
後
院
に
よ
る
政
策
決
定
に
つ
一
い
て
の
一

ι統
け
を
欠
く
こ
と
が
中
問
題
で
あ
り
一

た
刻
幻
山
川
／
山
政
機
問
に
ワ
い
て
は
村
民
は
少
な
い
と
め
ろ
う
コ
そ
れ
ら
は
少
な
く
レ
J
7乞
ト
人
判
れ
ん
一
日
い
に
よ
る
解
任
を
受
け
る
こ
と
に
よ
》
一

て
折
田
刊
汽
－
れ
る
か
り
ご
あ
る
じ
だ
が
引
い

γ
行
政
委
員
会
は
別
問
題
ぜ
た
る
｝

そ
れ
ら
の
行
政
終
関
は
、

' 
つ
Ji;' 
討'I 「
fこJ攻
背：ii
く りと
」 iL

' 1: 
にな
ノムミ ヲ

ゐ9 た
~ ,y, 

iJ 

れ
ど
八
才
、
山
権
阪
は

般
討
に
b
J
を
通
じ
て
人
尽
に
直
長
ア
カ
ウ
ン
タ
f
ル
℃
あ
る

そ
こ
で
利
採
代
亥
モ
デ
え
は
、
行
政
過
程
会
｝
公
授
の
安
室
を
最
大
限
に
渦
え
さ
せ
る
も
の
と
す

必
仙
川
条
件
」
で
あ
る

汽
νふ引
f
q
h
J／

C

L
－P
へF
十
ブ
λ
ゐ
ご
い
〈

に
よ
っ

の
コ
／
ト
ロ
ー
ル
は
政
府
決
定
の
r仁
域
内

4

に
つ
い
て
の

人
ハ
ド
ー
か
問
想
的
な
反
則

制
定
過
程
の
設
定
は
と
て
も
困
難
で
ち
心
υ

モ
L
て
こ
れ
ら
の
利
品
代
表
グ
ヰ
！
フ
を
行
政
法
の
は
い

E
か
ら
外
す
べ
き
で
は
な
い
υ

J

P詞
人／｝〉

!){ j、d;''/'):,6 i，つ 1G)93[i :::ocG, 11 



か
為、
U、
1:,: 
由c
，，」

中

,, 
U、
シ
ネ宅一

／」

bー〉

＊＇し
る
に

あ
rフ

つ

第一

fm
行
政
機
悶
tr
釜
山

行
政
国
家
の
一
北
牛
以
犬
、
我
々
は
行
政
凶
家
こ
窓
法
構
造
こ
を
問

v
v
c
r
？
〕
こ
を
ぷ
め
て
き
J
j

～

を
は
一
情
ム
官
了
／
一
は
、
平
安
な
政
以
前
九

決
定
は
任
命
ち
れ
た
日
惇
で
は
な
ノ
、
選
手
仁
主
コ
て
選
ば
れ
人
／
政
府
破
口
円

い
い
山
同
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
F

F

と
で
あ

る
つ
我
々
は
政
治
的
ア
ゃ
ウ
ン
々
ピ
ワ
一
7

q
の
山
内
出
に
固
執
す
る
あ
ま
れ
り
に
、
行
政
機
関
の
J
I
統
性
に
対
す
る
需
要
注
陸
部
に
つ
い
て

考
何
小
寸
る
で
つ
に
な
ヮ
て
き
た
っ
行
政
の
裁
己
濫
尽
の
問
忍
て
あ
る
υ

民
ャ
は

一
の
問
忍
を
、

ノ
〆
一
ア
ソ
ウ
ー
、
ン
↓
ィ
ン
・
ド
ク
ト

1
〆

の
よ
う
な
一
む
け
は
t

的
行
政
法
ふ
り
は
む
し
ろ

（

J
h
5
5
2
2
2
2
P
2
え
Z
2
ぐ
三
本
人
生
ζ
いい政

F
W仇けは）

A
F
A且

の
市
ー
で
）
λ

日

通
常
ー
の
行
政
法
へ
と
追
い
や
っ
工
犬
一
た
。
こ
れ
ら
の
凡
一
プ

f
ン
の
間
訟
を
、

ア
カ
内
ン
ク
ピ
リ
一
7

ィ

は

定

法
t

同
極
と
じ
て
、

行
攻
及
川
古
河
川
は
一
子
一
常

又

J
L
一
｛
、
孔
叱
っ
て
三
一

j

J

－

干

i

う
』
て
一
丹
、
j

一
J
L

G
己
げ
伺
丸

1
L
1

H

貸
出
叫
品
川
明
お
止
に
つ
い
て
の
努
力
は
、
主
に
一
窓
法
一

L

の
一
什
孜
法
む
は
な
く
む
し
ろ
一
通
常
一

の
行
戎
立
の
川
r
q
J

湿
の

F
に
は
悦
わ
れ

ff:l土模開心放出行1をの込l:1: : 

て
き
た
そ
れ
ら
は
行
政
機
民
的
政
策
形
成
の
一
誌
の
改
芦
計
庄
の
重
耐
久
九
性
L
Y

し
て

C
あ

＼

ι統
ほ
に
コ
い
ど
で
は
な
か
九
七

ν

裁
措

濫
用
の

J、
子一

い
の
行
政

U
の
認
識
と
し
て
位
一
重
安
な
も
の
は
、
手
続
的
P

7
一
l
プ
ロ
ヒ
ス
で
あ
る
〔
裁
量
叩
V

印刷

の
問
題
は
、
我
々
の
伝
涜
的
な
チ
ェ
ッ
ク
ア
シ
h
h

パ
ブ
ン
ス
機
一
世
首
、
仕
税
午
、
い
る
第

の
』
売
玉
山
内
一
つ
と
し
て
H
や
り
札
て
ミ
た
で
あ

人
ご
つ
わ
一
そ
の
よ
う
に
問
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
何
時
唱
は
行
政
機
悶
の
決
定
の
叩
［
れ
の
問
題
と
？
〆
一
、
の
一
同
？
り
一
す
、
行
政
核
開
の

川
聞
の
問
題
μ

一3
4

「
も
門
及
3
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
っ

ν

多
く
の
論
者
は
、
行
政
法
は
ア
カ
ウ
、
J

h

ツ
ピ
リ
テ
ィ
に
一
～
ご

で
は
ヘ
で
く
、
む
？
ヲ
行
裁
M
Z

位

mdの
問
明
い
に
つ
し
と

い
で
い
る
／
一
身
ご
え
て
き
た

だ
が
も
’
総
一
宮
市
民
の
問
国
主
パ
ぃ
法
構
造
？
叶

ヨ
じ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
置
市

「九
7
仏
」
の
市
の
、
で
〆
て
さ
ら
ド
、
我
々
の
口
標
ぃ
h
J

行
政
凶
「
与
を
憲
法
構
造
に
一
致
さ
せ
必

（臥ノ，it・IJ:;0 '1 t】〉〔：31 つOC5.11, 



一三

肌

と
い
う
こ
シ
予
知
不
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
放

E
故
市
と

γ
カ
ウ
ン
タ
ピ
り
ア

r
と
の
同
の
ヒ
マ
ケ
フ
ル
キ
ー
は
人
為
的
な
も
の
で
め
ん

斗＇＂

行
政
決
定
に
お
け
る
裁
比
一
位
肝
心
持
、
主
は
憲
氏
構
造
か
ら
生
じ
ゐ
L
v
x
ノ
叶
能
性
も
什
存
す
る

J

ド
ド
が
多
く
の
行
政
山
学
者
迭
は
行

政
三
思
決
定
に
お
け
る
裁
量
池
山
“
の
防
止
や
論
オ
る
に
あ
た
っ
て
、
国
法
構
造
に
丸
山
引
い
け
ノ
て
与
え
て
一
〕
な
か
っ

f
c
絞
ら
は
裁
一
言
語

EU
の
防

ιに
つ
い
て
、
規
制
政
的
を
正
統
ル

ldrゐ
九
戸
め
一
ヤ
は
な
く
、
よ
き
厄
制
政
府
の
つ
心
と
す
）

ご
さ
／
戸
ま
る
で

シ
が
則
的
物
と
あ
る
か
の
よ
う
に
つ

意
ナ
、
制
定
的
市
山
県
の
は
的
は
独
誌
の
泊
止
ξ
あ
了
一
～
こ
と
を
円
し
山
川
す
－
｝
1

ノ一ャ
J
H

長
ぶ
さ
れ
る
の

E
は
な
か
ろ
ヴ
か
。
そ
の
門
的
余
注

す
る
た
め
に
は
、
あ
る
有
名
人
日
7

レ
ズ
の
よ
、
ヮ
に
、

人
民
の
代
表
に
よ
心
不
し
て
ー
人
民
に
刻
し
主
主
仔
あ
る
政
泊
一
人
民
ぃ
ド
ホ

ヴ
ね

γ

政
府
チ
創
設
す
る
二
ヤ
乙
で
あ
る
。
し
か
し
氏
七
五
或
は
、
人
々
の
物
辺
的
利
益
を
仰
に
記
す
る
ご
と
に
依
拠
し
ね
る
も
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
乙
弘
前
引
け
仰
は
、
偏
狭
な
グ
ル
ー
プ
の
刊
ぃ
耐
を
公
的
な
え
出
に
お
い

の
政
策
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
司
能

1
存
懸

λ

念式川中一一ゐ
c

メ
ら
に
、
双
山
の
PHHい
判
的
の
注
求
と
い
っ
た
別
的
問
洩
も
あ
る
。

ぞ
れ
は
没
前
の
ア
ク
タ
ー
や
織
な
ペ
カ
公
益
を
中
υ
し
て

亡
も
｛
い
い
身
の
u
刊
山
町
↓
心
を
追
求
す
る
可
能
性
を
一
M
L伐
さ
せ

権
力
分
f

げ
に
つ
い
て
の
最
も
浪
切
な
理
一
昨
は
、

て
れ
ぞ
れ
の
部
門
が
ほ
律
を
制
IU
し
あ
る
い
は
辻
ノ
れ
「
る
こ
と

v
つ
い
て
人
民
に
責

正
を
れ
よ
：
」
と
を
博
中
六
に
す
る
た
め
の
み
仁
、
科
部
門
の
悶
の
分
f

斗
を
安
小
平
ν

て
U

る
と
い
P
7

こ
？
と
で
は
な
、
v
n

も
〕
勺
一
つ
の
祁
円

い
一
権
限
が
集
中
す
る
こ
と
を
ぬ
き
そ
れ
に
に
っ
て
何
ー
引
ー
か
つ
の
郎
内
に
に
る
独
裁
を
阿
J
H
し
よ
う
と
す
ゐ
も
♂
で
あ
る
わ
一
こ
の
こ
L

か
ら
、
住
ん
分
げ
に
レ
i
h

コ
て
一
一
叫
ん
品
十
大
統
領
が
い
且
に
他
の
部
門
か
ら
糾
U
L
ギ
、
伊
仙
川
す
る
こ
と
の
み
な
ら
J
1

、
4
汁
訟
法
的
で
公
た
や
AJ

草
し
た
士
刀
法
げ
に
行
助
す
る
こ
こ
が
要
求
さ
れ
る
議
会
や
人
枕
前
は
法
律
を
主
じ
い
法
律
ヰ
一
定
立
「
べ
え
一
て

サ

〆ー》

!){ j、d;''/'):,6 i，つ日l 93ワ：：：ocG'11 



第
匹
円
札

議
会
長
短
択
の
役
割

議
会
の
権
限
ト
ト
勺
い

て
み
る
と
、
辰
吉
川
及
は
議
会
の
下
阪
に
立
同
一
件
百
権

一］品

Z
E
2
2
Tこ
を
格
段
付
け
れ
一
、
甲
山
伸
長
生

13

一
：
c

F

メ
L
し
L
J
i

、

院
に
に
る
立
出
作
vhH
権
は
、
憲
法
で
要
求
さ
れ
て
い
る
パ
イ
ヶ
メ
ブ
り
え
ム

と
f

v
ゼ
ン
ア
i

rM
の白い凶作ロト一十出口）

ン
ー
〆

3】

2
3
Zゴ
C
コ）

一
院
に
よ
ゐ
の
で
は
な
ふ
山

ιγ
佼工口’

J

て
い

司
誠
九
以
が
立
法
活
助
を
行
、
η

こ
主
に
は
、

た卜
h
d
法
を
通
L
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
じ
論
者
／
ち
の
μ
に
は
長
近
、
チ
ャ
！
ダ

一円

rzm）
判
決
ふ
議
会
が

行
い
仰
の
仁
政
能
川
聞
に
ん
｝
女
仔
し
た
の
な
ら
ば
、
て
の
権
限
十
一
再
び
主
張
す
る
一
ご
し
を
憲
法
は
い
祭

L
ご
い
心
も
の
と
し
て
記
述
す
心
省
シ

多
ノ
＼
会
つ
仁
ミ
た
た
だ

L
反
対
刊
行
は
、
議
九
h
F
K
u
棒
の
間
一
司
は
執
行
制
へ
の
泡
を
じ
広
汎
な
権
限
の
委
粁
を
口
疋
7

ー
す
る
も
の
y

一
ぷ
、

J

己
貸
す
る
。
議
会

hc権
の
間
設
は

そ
れ
を
わ
便
す
る
か
て
は
な
く
、
蛇
一
判
に
し
て
そ
れ
は
仁
便
さ
れ
る
べ
さ
で
あ
る
か
て
あ

ヴ心
n

立
川
以
前
否
権
は
公
的
ピ
ア
リ
ン
グ
、

レ
ギ
ト
、
河
山
刊
の
奴
不
な
し
い
行
わ
れ
ゐ
で
あ
？
っ
口
二
れ
は
明
ら
か
に
行
以

J

出
動
の
質

｜
｜
参
加
・
透
明
主
・
必
－
止
判

vmヰ
と
い
っ
λ

ー
も
の
ー
ー
を
伴
わ
な
い
〈

さ
ら
い
こ
の
手
法
は
、
径
は
い
か
？
U

J仏
、
い
到
に
典
主
配
に
命
じ

ff:l土模開心放出行1をの込l!f: : 
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ρ
ぬ

い

f

？
？
通
常
的
行
政
法
r

一
軍
法
的
行
政
法
、
こ
の
統
合
会
」
始
め
？
？

γ
一
が
で
き
る
で
あ
込
町
、
7

叫門
松

て
い
る
柴
山
V
化
さ
れ
介
行
為
に
よ
る
利
点
｜
｜
勺
私
的
ク
ル

l
ブ
に
よ
る
影
響
を
代
弁
せ
ず
、

の
な
い
口
作
の
制
定
を
低
減
メ
け

る
と
い
う
働
九

会
い
ニ
ー
ご
と
な
る

さ
ら
に
ぞ
れ
は
、

I
続
的
保
証
な
し
に
何
人
の
校
利
を
川
下
口
す
る
こ
と
に
な
る
、
つ

J

院
よ
る
花
山
権
や
そ
れ
｝
一
一
付
の
機
閉
山
全
通
し
て
行
使
し
よ
1
1と
ー
し
ん
手
伝
山
川
、
長
在
地
所
ム
庄
が

J

樫
け
よ
う
と
し
だ
プ
ワ
｛

ウ

J
i
ト
な
い
一
政
作
制
定
的
可
能
h
p一
向
め
る
も
の
と
平
凡
る
こ
と
が
で
き
よ

と
こ
ろ
一
よ
山
司
教
は
、
憲
、
沃
が
行
政
某
計
ー
を
命
じ
る
t
f

？
っ
ア
イ
デ
ィ
ア
中
川
否
し
て
き

そ
の
乙
と
に
よ
り
行
政
い
い
が
そ
の
役

割
を
担
う
μ

一
γつ
吋
縦
性
が
時
ぺ
さ
れ
h
f

ま
主
で
あ
る
が
、
我
々
が
多
数
派
に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
跨
み
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
基

刊
の
乏
安
川
川
争
犯
握
で
＼
、
る
守
あ
F

つ
つ
し

ロは」ハ向
I
叫
の

γ
フ
ロ
ー
づ
は

の
考
慮
の
お
と
し
て
の
ぶ
刊
な
き
を
九
日
ー
ノ
一
ー
憲
法
」
的
な
む
政
法
の
間
一
川
品
会
維
持
l
J

一一二
J

、
行
政
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法
に
よ
る
対
処
J

〕
ノ
マ
J
ら
ん
？
？
ド
川
P

）

f叶川
d

T

F

＼
i
b

、コ

。ft
l
j
v
i
i

：
j

こ
れ
は
、
活
常
の
わ
政
日
一
い
が
如

puhト
し
て
れ
以
意
思
決
去
の

ι統
性
を
、
ご

J昆
常

の
E
H
レ
内
総
に
改
書
す
る
と
め
に
働
く
こ
と
が
ぜ
き
る
で
あ
一
？
？
か
を
不
？
二
、
い
ゐ

斗＇＂

最
高
裁
は
志
伝
卜
に
お
に
J
2〈
の
に
う
な
芯
準
を
求
め
る
こ
し
r
b
市
に
否
定

ν
、
そ
の
上
ス
ー
な
れ
れ
是
正
を
行
政
汁
い
仁
反
リ
た
っ
／
℃
こ
む

行
政
基
準
の
概
念
ふ
収
提
ず
る
一
」
こ
が
行
政
法
に
っ
て
必
記
と
な
っ
て
く
る
一
そ
の

E

を
設
け
ノ
る
こ
1
f

は
、
適
正
判
断

川内・
r公
一
止
什
・
一
ヶ
測
性
を
改
脅
す
る
た
め
仁
必
支
で
あ
り
、

ひ
い
て
は
’
行
政
意
思
決
定
的
止
説
化
の
改
芸
に
必
援
で
あ
ろ
え
仁
三
議
会
が

灸
r
人
委
ιい
の
際
い
、
片
山
味
あ
る
北
川
何
千
剖
刷
り
山
聞
い
仙
人
l

r

M

明
以
日
以
は
一
J

〆
ト
ロ
ヲ
ル
の

で
あ
れ
り
、
仁
政
陣
内
聞
に
恭
刊
を
だ
さ
せ
る
）

と
で
あ
る
」
行
政
機
関
が
定
め
、
系
砕
い
は
司
法
番
査
に
よ
る
椅
十
守
会
伴
、
ス
ゴ
、

J
h肯
江
い
が
れ

f
権
限
を
憲
法
泊
品
門
的
仁
す
る
に
一
分
で
あ

る
ζ

を
ど
ス
コ
れ
よ
、
ヮ
ハ

行
政
絞
冴
は
、
条
文
委
任
の
h

に
お
い
ぐ
そ
の
裁
量
行
誌
を
熟
緑
化
す
る
h

め
の
ぷ
呼
を
礼
式
市
L
な
け
れ
ば
な

E
な
い
n

彼
ら
が

ぽ
ザ
弔

の
行
政
法
あ
る
い
は
一
志
法
一

rdな
〆
什
決
法
の

F
の

y
ち
ら
で
出
TM
す
る
か
と
い
っ
正
統
注
の
岡
山
崎
一
で
な
い
に
し
て
も
乙
上
支

隊

、

通

常

6高

に
と
っ
て
f

へ
き
な
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
〈
ぞ
の
結
来
、

ぷ
一

の
れ
政
け
一
店
を

tT憲
、
ふ
れ
的
地
位
に
い
「
問
め
る
こ
と
が
一
｛
、
さ
る
と
考
ん
ら
れ
よ
、
づ

の
r什
治
法
の
ト
で
同
品
市
ー
を
設
け
る
こ
と

第
斗

fm
行
政
機
悶
t
f
A行
政
伸
一
一
円

国
家
的
な
公
的
山
刊
V
品
川
に
対
7

て
引
払
的
な
刊
似
合
氾
ぷ
に
3
一い

て
み
る
わ
公
共
選
択
論
者

R
J
E
F
2
5
2

二
土
、

人
聞
の
行
為
は
目
」
｝
利
、
仕
的
で
あ
る
I
F

い
う

U
M叫
か
ら
山
山
花
ー
ニ
に
い
ゐ
者
も
い
一
心

f
め
に
、

ャ
れ
ら
の
論
文
が
到
淫

L
J
｝
涼
ヘ
嗣

は
、
唯
一
の
よ
え
一
政
府
こ
は
小
ち
な
政
府
で
あ
る
ζ

い
つ

F

」
三
、
あ
る

f

一
）
の
け
心
酔
で
は
、
引
ま
〕
〈
、
な
い
政
前
決
定
を
避
け
る
よ
め

に
は
、
ぬ
制
緩
和
会
泊
［
て
渋
っ
た
公
共
の
疋
h
り
を
低
減
さ
廿
、
最
小
限
の
河
北
品
目
家
会
制
る
了
こ
で
な
〆
得
る
け
条
科
い
に
よ
っ

t
は、

!){ j、d;''/'):,6 i，つ 5フ1 93,• :::ocG' 11 
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一
己
利
パ
川
の
早
大
化
に
よ
り
焦
合
的
い
に
は
公
共
害
少
な
る
こ
と
も
あ
る
ん
め
、
州
四
人
の

U
和
見
、
土
義
を
取
り
込
む
こ
と
も
可
能
1
y

な
る
c

批
判
事
は
政
的
に
よ
る
臼
己
の
円
的
昨
日
也
よ
ヰ
刊
写
山
L

す
る
政
府
が
公
共
普
よ
り
も
私
的
利
誌
を
追
求
、
二
、
行
動
す
る
の
で
去
れ
ば
、

山
見
は
政
府
予
非
ド
統
的
で
山
年
〆
む
べ
き
も
の
と
ぶ
、
見
る
以
外
的
哩
止
は
な
く
な
る
。
ど
が
一
は
い
叩
刊
誌
追
求
は
、
政
府
の
。
ソ
ロ
ゲ
↑
F

ム
を
良
か
ら
ぬ
方
川
へ
こ
向
か
わ
り
一
品
唯
一
あ
る
い
は
土
妥
な
辺
司
で
な
い
こ
ρ

合
王
張
す
べ
き
矛
は
な
か
ヲ
ヤ
ー
か
「
お
わ
犯
末
な
決
定

は
、
過
失
に
附
ノ
マ
工
よ
り
む
む
｝
ν

ろ
訟
り
に
陥
り
が
お
む
こ

y
仁
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
提
案
し
よ
う
し
よ
い
公
共
政
資
μ

一は、

政
い
仰
の
ァ
ク
タ
3

が
判
断
持
の
ユ
プ
？
を
減
ず
る
ん
l

め
の
苦
思
決
定
機
関
を
運
パ
弓
す
／
山
崎
仁
、
そ
の
桁
県
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
心
も
の

で
あ
る
と
い
う
町
詑
性
が
あ
ろ
う
と
、
ニ
張
さ
れ

立
法
者
や
児
科
川
者
は

J

ス
J
V
M
L
i
ト
コ
ミ

J

ト
メ
ン
｝
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
る
二
ζ

が
し
ば
し
ば
あ
る
で
あ
ろ
っ

n
y
υ
グ
ラ
ム

ヤ
一
ノ
ロ
ス
ペ
ア

f
を
推
奨
す
る
持
は
主

y
し
て
、
成
功
体
般
に
蒸
コ
き
そ
し
仁
い
ず
コ
と
後
ド
な

J
C
そ
れ
が
w一
一
山
い
つ
で
あ
っ
た
ご
と
が
刈

釈
す
る
ご
あ
九
つ
よ
3

つ
な
見
解
に
円
者
ず
る
傾
川
に
あ
る
c

人
口
早
刊
の
決
定
が
玖
り
土
あ
っ
と
こ
と
を
認
設
す
の
に
ム
セ
る
こ
と
は
淳

慌
で
あ
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
っ

η

そ
lJ4｛
白
身
の
つ
ミ
サ

P
メ
ノ
ヘ
を
ブ
ス
カ
レ

l
r
き
せ
ず
い
く
c

ff:l土模開心放出行1をの込l!f: : 

も
1
J
L
ス
カ
レ
！
？
J

三
ソ

メ

／

か

fu一
江
者
に
影
叶
守
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
規
制
プ
汀
グ
一
ワ
ム
の
尽
初
め
峰
崎
苛
許
は
、
氏
本
の
努

M
H犯
抗
寸
る
館
山
に
あ
る

規
制
の
川
相
続
に
関
心
の
め
る
高
は
、
川
崎
制
政
府
を
椅
成
、
す
）
h
M

人
聞
の
本
長
に
あ

ご
め
る
と
い

7
張
二
川
、
岩
出
し
得
る

出
も
あ
る
。
だ
が
、
日
己
利
益
畑
山
犯
行
動
訪
日
常
の
状
慌
で
あ
る
と
い
っ
政
府
一
七
デ
ル
を
採
用
す
る
こ
と
か
ら
も
i

に
ら

3
む
や
副
産
物

の
可
一
店
牲
を
も
行
政
法
は
き
慮
な
け
れ
ば
な
ら
な
U

し
と
い
う
こ
と
を
門
認
識
L

ず
べ
き
で
あ
る
f

例
入
の
行
動
ゃ
振
る
嫌
い
は
、
ぞ
の
人

れ
る
助
機
わ
山
前
日
ソ
に
関
わ
る
μ
i
A
目
的
成
境
か
ら
そ
け
ゐ
ン
グ
デ
ル
い
れ
人
き
く
依
拠

寸
る
で
あ
ろ
っ

v

共
々
は
、
河
竹
の
人
ん
て
か
ら
受
け
る
に
値
す
る
も
の
よ
円
は
む
し
ろ
、
白
人
刀
た
ん
が
期
待
す
ゐ
も
の
を
代
る
一
」
と
を

三
む
よ
V
L
J

め
ん
こ
つ
棒
阪
を
LIH

－－d
J

者
は

F

公
共
E
U
の
v
山
に
お
い
て
川
口
じ
利
誌
を
促
進
す
る
こ
と
は

仁
な
い
か
の
よ
う
に
設
計
三
れ
た
政

（臥ノ，it・'?J:;0 '1 S:J）〔yよJ つOC5.11, 
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出
川
プ
口
グ
ヲ
ノ
ム
J
い
み
も
の
同

ェ
l

M
ア
的
ご
危
仏
閣
と
め
る

J

J

い
い
ム
充
実
と
い
と
じ
抑
制
と
は
し
ば

一一品、

丈
カ

何人」ト
j
h
吋
ご
3
3

、
て
よ
、

γ
ι
γ
r
t
i
v
l
tイ

tJV

Y

J

ば
、
同
じ
人
問
山
中
で
、
交
互
に
税
れ
る
ら
の
で
為
る
つ
も
レ
動
検
ー
と
い
つ
も
の
に
つ
し
て
の
真
ア
、
が
香
忠
良
へ
u
の
従
幻
白
々
な
ら

斗＇＂

の
で
あ
る
な
ら
ば
、

J

行
放
な
ド
シ
一
ン
ズ
ム
も
主
丘
町
械
に
危
険
で
ま
る

J

人
間
の
判
断
は
ん
τ一
て
あ
る
柿
ー
の
認
識
的
バ
イ
ア
ス
に
弱
い
か
ら
、
外
出
に
よ
る
者
受
か
必
要
で
あ
る
い
う
三
／
一
を
社
会
が
胤
制
者

に
白
げ
る

p

」
と
を
考
え
て
A
る

ょ
の
一
」
と
に
よ
り
、
同
十
川
制
立
が
自
ら
を
公
日
八
の
H
r頼
v
〕
得
る
洗
M
W
Y
C

れ
能
力
の
あ
る
最
高
貢
伴
者
ど

し
て
ィ
パ
る
一
｝
と
を
庁
り
し
て
し
ま
ろ
か
も
司
れ
な
い
ヒ

γ
川
ノ
シ
ク
に
つ
い
て
は
、
山
J

門
家
の
決
定
法
行
会
改
呑

F
る

f
め
に
点
的
す

る
フ
ィ
ド
パ
ッ
ク
と

L
て
抗
供
さ
れ
心
も
の
て
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
助
長
し
て
し
ま
っ
か
も
新
札
な
い
。

つ
ま
り
規
制
蓄
は
パ
イ

ア
ス
を
是
r
U
9
）
と
が
で
さ
れ
ば
、
見
出
者
ヨ
ら
の
休
日
仰
が
放
す
叶
け
い
に
あ
る
と
い
う
認
誌
を
導
く
ニ
と
に
な
る
か
も
担
れ
な
い
。

の
ね
務
に
対
す
る
公
栄
か
ら
の
山
J

主
や
信
頼
の
欠
如
仲
は

と
し
て
併
に
拍
手
ワ
口

政
訴
執
務
の
質
に
お
け
る

官
官
か

ら
れ
て
き
た
乙
以
下
、
義
に
β

い
て
は
政
治
的
法
的
権
限
的
籾
県
は
、

ほ
と
ん
と
市
民
に
な
甘
い
に
よ
る
白
光
市
選
？
に
大
さ
く
伏
期
一
1

て
い
る
c

そ
の
よ
う
な
協
力
体
制
は
、
人
々
に
よ
p

心
ー
法
律
は
？
る
べ
き
ご
め
心

レf
一
い
つ
感
げ
滑
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
ぞ
の
よ
、
つ
な

感
情
を
牛
み
山
川
す
血
吉
国
の
巾
川
甲
山

1

佳
成
の
計
一
機
に
い
付
す
る
信
頼
一

市
天
が
い
い
惟
限
行
伎
を

と
あ
る

そ
山
よ
う
な
信
頼
の
レ
ベ
ル
は

ど
の
よ
与
に
許

pmす
る
か

れ
何
W
F
心

ν

低
い
信
掛
か
ム
り
は
低
い
司
制
が
も
た
ら
さ
れ

一
凡
七
円
）
仏
代
に
は
、
行
政
は
に
お
、
ご
＼

〉
一
の
大
き
な
進
民
詰
ま
っ
た
什

つ
は
、
参
加
権
内
拡
大
で
あ
り
そ
札
に
よ

機
関
の
況
引
制
定
レ
｝
裁
決
の
川
比
十
ん
に
つ
い
て
、
公
的
利
，
i
M
古
代
↓
ぎ
す
る
ゲ
パ

i
プ
に
い
計
二
｛
も
ih山

f
j
l
T
J
に
さ
れ
と
わ

は
、
司
法
審
6

の

の
坦
自
説
明
か
ぶ
め
る
謙
譲
州
か
ら
「
ハ
？
ト
ル

F

ク

に

に

る
型
へ
と
移
汗

て
あ
り

｝〕人／
c

ご
の
つ
に
よ
り
、
行
政
機
関
が
強
お
な
政
山
的
イ
、
二

f
yザ
マ
ー
と
連
合
す
ゐ
こ
／
一
に
対
「
る
反
対
行
助
を
用
い
て
、
汗
政
機

関
の
議
肴

の
問
還
に
対
処
す
心
も
の
と
珂
海
さ
れ

!){ j、d;''/'):,6 i，つ日l936 :::ocG' 11 



行
政
改
成
二
不
判
仙
台
を
避
け
る
よ
う
な
意
思
決
心
を
な
す
よ
は
む
し
ろ
、

よ
久
、
日
思
決
定
γ一
生
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
と
い
う
が
恥

｛
疋
の
ド
で
は
、
者
不
あ
る
公
衆
参
加
チ
提
供
r
v

ハ
l
マ
ル
ソ
ク
審
去
を
i

同
め
る
t
f

い
J

ノ
行
政
当
巴
決
定
汎
程
を
前
議
す
る
こ
と
は
バ

f

ア
ス
を
減
じ
る
戦
略
ご
忠
る
つ

ハ
ー
が
ご
一
」
で
、

何
1
A
疑
問
こ
ー
て
問
わ
れ
と

ν
る
か
を
明
ら
か
じ
し
な
け
れ
ば
な
つ
な
い
c

疑
問
が
主
じ
く
求
め
ら
れ
L
J
い
の
な
ら

ば
、
河
っ
と
の
V

＼
解
耽
け
は
同
比
九

J

か
り
で
う
仁
な
い
か
ら
で
あ
る
、
ひ
ん

E
に
よ
る
併
釈
は
か
な
り
の
を
皮
の
ぷ
門
［
一
を
も
た
ら

T
コ
か
ど

い
う
ご
裁
判
官
に
よ
る
条
r
人
の
厳
格
な
丈
謹
解
釈
は
正
道
か

た
続
出
不
全
斗
J

じ

p
tる
こ
こ
を
ほ
ぼ
惇
実
に

F
る
で
あ
ろ
入

J

よ流

九
百
が
条
vh
か
ら
も
た
ら
与
れ
る
ん
で
の
川
設
性
を
子
日
比
す
る
の
は
図
雑
で
あ
り
、
？
し
て
条
v九
が
述
べ
て
い
る
ご
と
が
迎
月
三
れ
る
け
共

ル
小
的
事
一
去
の
全
現
域
に
わ
よ
っ
て
y

の
小
う
に
除
能
す
る
か
を

H
確
に
コ
シ
｝
ロ
ル
す
る
の
は
町
出
掛
け
で
あ
る
U

M
恥
果
的
に
、
主
迷
い

恐
怖
に
河
川
杭

L
P解
秋
は
、
法
停
が
司
同
何
十
Y

一L
た
）
と
を
な
し
崩
す
」
と
い
な
ゐ
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
に
在
る
で
あ
？
？
っ
n

外
部
審
合
の
ブ
口
ヒ
ス
は
、

セ
J

シ
ブ
ル
な
夜
間
々
一
宇
ル
に
主
く
ら
口
投
ず
る
。

手
門
家
は
政
策
の
ハ
人
賞
品
出
詳
細
を
松
村
早

す
る
打
泌
を
剖
り
心
l

て
ら
れ
し
い
る
〈
そ
の
叫
草
案
は
、
異
な
っ
た
け
ん
識
を
白
！
一
q
ゐ
也
の

ょ
っ
一
1
検
対
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ff:l土模開心放出行1をの込l!f: : 

い
で
あ
λ

う
行
政
機
仰
い
h
h
u
そ
れ
白
身
、
専
門
家
の
け
見
識
の
缶
債
や

、
そ
し
て
そ
の
よ
ロ
也
決
定
の
中
に
自
発
的
に
組
み
仏
む
こ

と
も
時
と
し
て
あ
る
で
あ
ろ
う
ハ
職
業
的
見
識
を
多
国
」
に
し
て
い
く
た
め
外
部
川
町
な
も
の

1
門
部
的
な
も
の
少
を
組
み
合
わ
せ
た
戦
時

を
汀
政
機
関
i
J
臼
ム
丁
的
に
判
ヨ
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
お
お
、
v
に
何
1

ま
い
己
？
と
に
あ
る
仇
ζ
迎
在
に
お
け
る
エ
ソ

i
を
阿
一
解
d
み

た
め
の
枠
制
λ
を
提
供
す
る
一
山
々
は
、
ド
仁
安
な
役
割
の
一
つ
で
あ
り
、
ご
れ
に
よ
り
な
思
決
定
権
者
円
一
片
的
者
思
決
定
ブ
汀
ゼ
ス
チ
改

十
汗
す
る
意
向
ム
ヤ
凶
町
市
さ
り
一
る
こ
と
に
な
る

－
〕
の
し
玉
、
つ
な
ス
テ
ゾ
ブ
を
ハ
イ
ア
ス
ヘ
r
減
じ
る
戦
時
と
し
ぐ
説
明
寸
る
こ
と
に
に
っ
て
、

行
政
機
関
は
彼
ら
が
な
｝
〆
得
る
で
あ
う
三
い
は
孟
口
の
措
置
を
講
ず
る
先
に
お
い
て
、
ふ
れ
ら
を
政
策
決
定
7
口
セ
ス
じ
組
み
入
れ
る
干
i

戸引一

が
で
き
る
で
ち

（臥ノ，it・'?J:;0 '1 SS）〔：3: つOC5.11, 



一三

肌

第
六
円
札

行
一
以
機
問
l
r

大
統
読
め
い
続
限

の
論
者
が
戊
山
同
双
に
よ
る
～
よ
枯
叫
ん

ν

い
1
方
向
に
以
μ

，
力
を
ふ
汗
い
弓
｝

」

、
!){ j、a,・I):,0 ＇・つ〔・6) 938 ：つQCG.11 

も川
E
中山山川司出お
L

レ一丸、

コ
l
i
t－
－
M
j
i

一

行
政
機
関
の
存
伍
て
の
も
の
を
如
何
に
一
続
化

f
る
か
と
i

：
ー
疑
問
v
d
L
S
ゐ

v

出
経
内
、
は
、

人
市
民
の
ゴ
ン
ト

斗＇＂

円

i
ル
か
ら
し
嗣
唯
さ
札
た
汀
政
機
関
に
よ
る
政
策
決
定
に
つ
い
て
の
正
統
化
事
庄
が
行
什

J

な
い
？
と
い
う
こ
レ
し
で
あ
る
〕
そ
こ
ご
多
く

行
政
市
助
い
れ
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る
統

め
役
割
今
強
調
す
ゐ
y
一
犬
仁
、
宗
法
論
議

対
…
／
吋
ャ
い
川
（
戸
コ
p
h
J九
百
日
々

2
ゴ足）

が
始
ま
っ
た

J

づ
み
れ
は
州
知
の
一
一
部
門
構
造
に

7
f
ノ
ト
す
ゐ
込
町
（
官
僚
制
一
い
つ
い
て
の
疑
問
に
一
J
ふ
ぶ
、
い
る

引1,, 
は

一日珂

の
み
を
認
め
る
が
は
ヮ
さ
り
と
し
な
し
仇
凶
耐
を
訟
め
な
い
オ
1

ジ
ト
パ
な
川
市
釈
じ
と
る
窓
法
構
泣
会
一
指
抗
す
る
で
あ
の
う

J

け
一
誌
ム
ム
が
児
科
川
政
策
的
一
守
維
を
、
川
め
る
権
限
を
放
棄
し
た
の
手
あ
る
な
ら
ば
、
大
統
領
は
そ
の
汗
務
を
’
員
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

F

主
張
さ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
憲
法
は
池
の
選
択
肢
を
読
し
～
い
な
い
か
ら

C
あ
ゐ
。
あ
る
い
は
、
怠
件
、
は
選
挙
に
ふ
っ
て
岩
山
ー
さ
れ
子

執
行
p
確
を
一
れ
れ
捕
と
7
2吋
政
府
職
員
を
要
求
し
て
い
る
か
り
、
ー
ヘ
払
川
河
川
が
そ
れ
を
負
う
べ
き
ど
あ
る
と
ヒ
張
さ
れ
ふ
し
そ
れ
は
ル
て
の
人
民

の
と
め
に
針
一
じ
で
き
る

人
的
認
川
崎
、
［
、
仁
よ

J
C
及
川
が
v古
川
押
目
さ
れ
る
こ
と
を
約
束
す
る
か
ら

C
め
る
c

こ
の
モ
デ
ル
辻
、
行
政
因
不
を
収
目
的
そ
し
て
公
衆
に
よ
る

r
ン
ド
け

1
ル
の
h
t
て
も
た
ら

5
れ
た
な
思
決
定
仁
よ
っ
て
正
統
化
「

る
二
－

Tγ

張
す
る

山
中
店
、
軍
人
仁
い
だ
し
て
玄

ιい
を
匂
）
政
財
ア
ク
タ
ー
円
行
政
機
関
が
だ
い
4
F
F心

よ
る
コ
ノ
入
口
！
ル
は

と
を
ほ
い
ス
ー
ト
オ
ノ
引
に
》
に

E

J＼
行
以
絞
悶
を
戸
液
化
す
る
こ
と
を
、
土
張
す
る
〈
氏
の
い
な

L弟
凶
山
山
山
問
題
は
二
札
で
解
決
送
れ

ヲ心

f
y一
寸
ヲ丈

し

L
T

、

f

！々一ヲ

f
f
k

公
衆
の
変
芝
い
れ
対

U
ず
る
〕
と
に
以
拠
を
耳
、
い
て
行
政
政
策
決
ー

十
σ、

る
も
の
で
あ
る
、

3
4
f

が
っ
て
そ

t
は
、
行
政
機
関
が
と
の
よ
ー
な
状
主
に
保

f
れ
よ

p

っ
と
、
ー
と
の
よ
う
な
規
制
構
想
キ
実
行
μ

ょ
う
一
、
給
対
は
多
数
派
の

百
刊
心
を
代
い
が
〆
て
し

の
批
川
川
を
乏
け
る
で
あ
の
う

J



大
統
一
一
h
F

ン
口
j
l
ル

E
一γ
ル
の
折
い
も
台
と
は
、
わ
伐
の
ふ
常
川
品
川
市
の
同
出
を
を
け
ら
れ
な
い
1
y

上ニ
ム

7r 

σ〉

る
と
め
の
ス
ア
ソ
ブ
を
係
り
始
め
た

J

だ
カ
批
判
去
は
、
よ
秘
官
…
コ
シ
ト
ヨ

i
バ
弓
一
一
ノ
ル
は
絞
も
川
印
税
汽
札
一
「
む
の
で
あ
っ
ご
も
多
数

山
王
義
ト
ト
悩

J

て
J

い
る
と
す
る
「
そ
れ
は
恵
、
仏
川
問
題
♂
核
心
を
畢
4

仇
す
る
か
、
少
な
く
と
も
ま
解
決
に
ぷ
、
お
く
こ
と
に
」
つ
て
の
み
、

三
味
を
な

υ
得
ふ
も
の
で
あ
ろ
っ
ν

土
張
j
J叫「

ま
た
、
通
詞
こ
「
心
一
忠
法

の
ん
刀
法
の
考
二
八
方
は
、
妥
任
の
問
題
ζ

執
汗
の
閃
担
！
一
を
分
隊
I

J

て
考
え
て
い
る
よ
う
て
あ
る
し

委
任
の
問
誌
は

れ
く
己
い
じ
政
機
関
一
い
権
限
を
安
打

ζ
～
か
と
い
、
ー

ー
の
行
政
法
的
問
題
こ
し
て
、
執
行
の
間

り
と
れ
く
ら
い
の
捺
阪
を
七
政
機
関
は
長
か
一
っ
た
か
い
い
ヲ
「
昂
常
L

の
行
政
法
の
問
説
と
し
て
。
規
制
国
家
の
正
統

性
の
弓
的
の
え
め
に
は
、
こ
れ
九
の
附
川
訟
を
続
み
ム
？
わ
せ
な
け
れ
ば
人
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
」
う
ハ

晴
ゅ
は

止
の
分
作
、
か
ら

最
近
引
論
者
の
中
仁
は

晶

、
iii: 
If 

'・ 

ヘ
り
j
人

6
3
 

行
政
協
調
の
リ
統
的
を
ぷ
め
ゐ
こ
と
に
つ
い

別
職
員
、
大
統
沼
に
よ
る
コ

J
r
n
l
ル
の

F
で

に
日
間
三
一
換
え
よ
、
っ
と
す
る
壬
デ
ル
に
向
か
う
よ
寸
も
瓜
わ
れ
ん

η

λ
が
批
作
者
は
、

八
統
領
寸
一
ン

p
u
l
ル
ミ
一
デ
ル
は
行
設
機
古
河
を
庁
統
化
す
る
こ
〉
は
で
き
る
の
で
あ
ろ
っ
か
と
疑
つ
乙
大
統
領
コ
ン
ヘ
日

l
ル
ネ
七
ア
ル

ff:l土模開心放出行1をの込l!f: : 

江
、
ア
力
ウ
ン
タ
ピ
U

T
ノ
が
行
政
後
慌
の
行
為
が
憲
以
前d

に
布
引
川
と
あ
る
二
と

い
う
ヰ
旬
、
一
ん
へ
と
で
二
人
リ
！
？
し
て
し
ま
う
と
す
る

寸
る
ん
め
に
必
裂
な
↑
一
と
の
人
l

て
イ
あ
る
1
y

こ
こ
ご
、
人
統
笹
山
J

ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
論
坦
を
民
め
る
に
つ

v
て
の
後
併
な
向
、
を
見
て
み
よ
、
三
ク
り
／
ト
／

八
六
六
口
勺
は
そ
れ
ま
予
の
ト
八
一
流
棲
ハ
叩
八
υよ
り
「
勺
と

γ
グ
レ
ッ
ン
プ
る
ぷ
ら
の
と
レ

〔一ロロ門会ロ
J

に
k
る
＋
八
社
明
日
世
ん
叩
ム
ロ
州
市

c

こ
の
b
h
担
割

め
ト
八
開
な
イ
ノ
ベ
〉
一
寸
シ
は
ふ
つ
の
考
嵐
に
依
民
寸
ブ
る
戸

一
つ
は
、
水
ん
主
山
」
人
丈

l
ん
刊
行
1

J

て
き
た
執
行
前
門
に
は
す
る
ポ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
に
よ
る
一
一
憎
の
臨
時
机
を
、
上
り
ア
ザ
的
保
義
を
保
注
し
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
汀
ネ
ィ
を
高
め
る
た
め
に
、
よ
り
形
式
三

5
れ

と
い
う
i
v
h
刊
は
渋
々
な
は
行
ー
市
河
の
関
係
考
に

沌
枠
ー
ド
ム
以
r
人
化
す
る
か
し
ラ
か
わ

J 、, 

iユ

「
作
一
住
い
の
訂
作
ず
る
純
同
刊
で
L

し、
い
j: 

（臥ノ，it・IJ:;0 '1 sn '139 つOC5
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肌

よ
っ
て
如
何

れ
る
ご
あ
る
う
か
と
い
づ
者
同
時
、
で
出
る
へ
だ
が
、
条
文
が
行
以
内
C
同
じ
決
定
権
限
会
」
J

え
て
い
る
の
な
ら
ば
、

ー
片
山
内
伴
の
司
容
す
る
範
阿
内
T
L
L
f
い
う
判
告
は
、
十
八
日
坑
箭
は
行
政
検
問
的
決
定
権
限
に
後
先
す
る
こ
L

は
で
き
な
い
こ
と

斗＇＂

づ
心
干
、
ふ
り
つ
よ
ノ
に

関
連
条
文
字
、
解
任
権
限
そ
ー
二
三
「
督
権
限
は
あ

に
お
し
と
大
統
領
の
子
、
一
に
あ
る
も
の
と
解
釈
す
ゐ
こ
亡
が
司
阪
日

γ

に
あ
る

か
も
知
れ
な
い

む
7

ご
）
れ
が
久
な
ん
の

f
ナ
〕
い
解
釈
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
エ
ア
絞
的
民
営

ー
ル
ぃ
、
つ
ら
の

そ
二
、
大
統
一
凶
の
格
限
が

μU十
什
す
ノ
Q
n
U
皮
は
た
rん
の
解
釈
の

ん品

同
志
レ
一
し
て
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
問
認
に
迭
「
る
必
裂
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
っ

が
あ
る
程
沿

の
範
川
山
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
も
守
れ
な
い
。

第
七
節

子百

初
庶
の
一
日
以
モ
ワ
ル
か
ら
ま
も
な
く
工

ι
ス
パ

1
1内
壬
平
ル
カ
出
現
し
た
〈
こ
の
壬
デ
ル
は
行
政
崎
町
内
川
の
放
同
旦
唆
弔
の
防
止
に
つ
い

了
、
、
外
部
出
抑
止
法
を
用
い
る

b
の
で
は
な
〈
、
角
川
山
J

じ
な
も
の
じ
よ
る
抑
止
を
考
え
て
い
た
〈
行
政
機
却
を
い
恥
川
長
約
そ
し
て
専
門
山
本

と
し
て
槻
念
i
け
る
ら
の
で
あ
っ
た

二
の
モ
一
ア
ル
二
、
政
治
か
ら
山
町
維
を
間
レ
ゎ
行
政
配
位
決
定
の
時
一
点
滅
を
創
り
山
山
下
二
と
に

」
ラ
て
途
切
な
行
政
裁
呈
行
慣
を
可
能
に
3
る
と
い
っ
説
明
℃
あ
っ
七

ヲ一、
宇
一

j

刀

同
白
が
は
山
削
の
強
制
将
限
行
使

v
つ
い
て
の
正
統
化

の
棋
拠
で
あ
り
、

人
民
は
立
法
的
に
権
限
つ
け
り
札
れ
一
権
肢
の
行
使
仁
川
者

J

た
山
み
で
島
づ
心
こ
？
と
か
、
り
す
れ
ば
、

二
の
犯
円
の
結
社
域

と
い

P

つ
考
え
方
は
憲
法
！
の
問
践
を
提
起
す
る
こ
ム
と
な
っ
介
。
そ
し
て
裁
川
町
は

行
政
機
関
が
政
策
決
定
を
J

守
つ
に
当
れ
に

r
ふ

泊
半
会
坦
川
］
に
芯
勺
／
＼
説
明
ふ
ん
一
ぷ
め
る
よ
つ
に
な
パ
た

司
法
議
出
π
は
裁
量
の
部
円
よ
れ
対
す
る
保
誌
と
v
J
て
機
舵
ト
ブ
る
よ
ー
に
人
」
J

I

C

こ
の
よ
つ
に
工
干
ス
パ
？
ト
ペ
デ
ル
が
行
政
裁
豆
の
行
使
に
つ
い
て
適
切
に
説
明
て
き
な
く
な
ノ

の
問
題
が
若
起
さ

れ
て
，
、
る
ム
）
と
に
な
ワ
た
〉

!){ j、d;''/'):,6 i，つ日l 91[i :::ocG' 11 



一
九
七
つ
平
伏
に
山
行
以
放
u宮
町
行
使

γ
つ
い
て
、

そ
の
げ
が
粗
マ
セ
ゾ
パ
什
ノ
る
利
寸
古
院
日
間
人
に
ひ
λ

い
7
ク
七
ス
を
犯
供

F
L
二
と
に

」
三
、
、
成
主
化
を
川
ろ
う
と
い
う
一
叫
λ
が
税
れ
た
ι

こ
の
時
期
に
税
れ
ど
刊
川
代
表
E
ヂ
止
は
、
行
政
桜
川
内
の
決
定
は

「

t
v
fぃ
L

一同じ

さ了
J
？

（
iz 

一、J

、v
c
r
H札
化
三
一
札
一

J1v
ど
と
説
明
？
お
で
こ

F
、
参
加
を
犯
泌
す
る
こ
と
は
、
適
正
ト
A
m
－
－
佐
に
蒸
っ
く
判
断
、
炉
一
同
係

に
、
乏
安
な
役
誠
一
な
っ
て
き

f
r

よ
り
規
制
問
思
に
関
連
ず
る
妥
凶
に
つ
い
て
利
宝
関
係
人
か
ら
の
イ
、
J

ブ
山
ト
を
考
掃
す

る
こ
と
や
磁
保
す
る
こ
と
に
な
る
戸

日
刊
誌
わ
れ
点
モ
早
川
の
出
品
川
M
肢
と
ほ
ぼ
同
時
に
多
数
派
ム
表
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
禿
辰

L
た
ハ
多
数
派
工
義
パ
↑
ア
タ
イ
ム
は

行
政
際
関
の
存

」
什
そ
の
も
の
や
畑
町
に
正
統
化
で
き
る
カ
と
い
う
疑
問
を
単
し
た
υ

行
政
機
関
は

ー
政
除
決
定
を
な
す
ι

め
じ
付
り
さ
れ
た
怪
限
は

て
人
民
に

t
I叶一
γ
カ
ウ
J

タ
ブ
ル
で
あ
ゐ
t

ノ
い
つ
印
刷
別
に
背
く
二
ζ

仁
な
る
口

コ
U
H
V
P
J
U
↓え壬一
r

し
ま
江
T
J
t

t

」
勺
二
万
J
J
1
4
T
J

一↑／

p

b

ヨ
ス
れ
、
公
衆
に
よ
る
つ
ン

f
u
i
ル
は
政
相
決
定
的
止
統
化
に
つ
い
て
の

一
必
須
え
れ
じ
い
i

で
あ
る
と
仮
定
し
た
。

ま
た
、
多
紋
派
今
村
井
各
数
派
と
い
う
凱
点
か
り
は
せ
法
事
K
2
H
J多
数
派
に
よ
る
判
応
と
も
い
い
号
、
え
る
こ
と
も
で
さ
る
〈
こ
の
考
、
ズ
方

に
E
れ
ば
司
渋
者
査
は
、
人
民
古
代
衣
1
一
そ
れ
に
汁

U
す

よ
円
て
企
ミ
れ
た
己
思
決
定
を
明
す
も
の
ご
あ
る
が
M
K
に

ff:l土模開心放出行1をの込l!f: : 

基
刊
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
る
シ
の
疑
問
を
提
ボ
す
る
へ
ド
ド
、
い
か
、
多
数
派
ム
下
義
は
、

い
ふ
量
川
市
川
市
に
よ
る
行
政
意
芯
斗
い
乏
の
リ
ス
ケ
1
y

い
う
阜
市
久
な
安
求
を
勘
案
、
！
日
叫
ね
一
丸
い
る
よ
う
p
に
あ
る

と
こ
っ
ご
、
里
浜
な
政
浪
決
定
は
選
挙
仁
主
勺
て
選
ば
れ
れ
、
政
府
峨
只
川
町
吋
手
け
に
山
凶
固
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
』
り
な
い
二
と
と
行
政
裁
口
一
位

の
問
問
践
に
つ
い
て
、
多
〈
♂
論
者
は
州
叫
ん
仁
考
察
て
さ
だ

k
っ
と
ふ
る
c

前
書
長

1rぃ
法
的
問
題
？
と
？
二
そ
て
後
者
を
「
鴎

’下手】

の
行
政
決
の
問
泡
と
ー
て
ふ
ん
刀
3

4

ぐ
え
た

〕
の
ふ
ん
刀
法
か
ら
以
近
の
諭
去
り
に
は
行
政
機
関
の
京
続
性
を
ぷ
め
る
伝
拠
に

つ
い
て
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ

f

人
の
政
附
戦
目
、

k
統
一
切
に

E
る
コ
ン
ト
U

i
ル
卜
で
の
決
定
に

よ

7
4
1
る
そ
ア
ル

に
川
か
う
考
も
羽
れ
た
え
が
、
人
統
領
に
ぷ
る
コ
ン
ト
ロ
ル
と
行
政
機
関
の
正
紙
性
と
は
則
的
約
一
で
は
な
い
で
あ
っ
つ
か
J

P

）
的
平

（臥ノ，it・IJ:;0 '1 s・】） S・l 1 つOC5.11, 



一三

肌

デ
ル
は
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ノ
が
行
一
川
仏
核
保
の
わ
為
均
京
法
的
仁
有
効
で
あ
る
～
」
と
を
佐
保
す
る
た
め
の
全
て
で
あ
る
と
h

也
、
っ
考
え
方

＼
と
ミ
ミ
リ
l
v
し
て

LJTで
つ
と
考
う
つ
れ
よ
う
ι

斗＇＂

及
毘
桜
山
の
問
題
は
、
伝
統
的
な
ヲ
マ
一
ッ
ク
ア
シ
町
内
パ
フ
ン
ス
絞
胞
が
阻
止

ν

ょ
う
と
て

v
る
も
抗
山

っ
と
〕
J
K
M川
、
り

ιてみぺ」

た
E
A
で
あ
ゐ

v

そ
の
よ
ノ
に
川
町
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
問
題
は
、
行
政
機
関
の
宗
の
閃
恒
三
’
と
の
み
な
ら
す
王
法
問
の
問
料
と
7

て
も
一
口
及
さ
れ
ー
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
J

と
で
あ
ろ
う
す
も

の
問
題
が
憲
法
械
近
か
ら
が
じ
る
も
の
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ

れ
に
一
I

及
宇
る
田
川
述
は
よ
り
高
山
江
主
泡
付
仁
款
p

、
引
あ
ろ
う
ニ
レ
が
提
案
さ
れ
よ
う
勺

こ
れ
ま
f
目
安
江
い
の
間
道
、
こ
執
行
間
認
と
を
斤
献
し
て
考
え
て
七
三
た
と
う
で
あ
る
の

J

配
有
を
議
会
が
ど
れ
く
己
い
の
権
限
会
一
一
一
妥
粁

J

た
か
ど
い
、
つ

上
の
行
政
法
の
間
話
と
し
と
、
い
説
者
を
行
政
終
日
対
は
こ
れ
く
に
J

い
の
権
限
を
授
か
つ
ん
J

か

c
い
へ

通
常
t
m

行
政
法
の
問
題
v
ぐ
し
て
u

規
制
当
家
の
正
統
化
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
間
訟
を
石
川
4

ヘ人
μ
わ
せ
て
考
慌
し
一
一
、
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
λ
一
つ
と
い
ふ
苧
え
ら
れ
ょ
っ
一

戸ん

ぢ
門
v
J

主
に
よ
る
政
策
判
断
と
価
値
判
断

第
一
的

専
門
誌
の
判
断

寺
門
家
は
は
身
的
判
断
を
y

川
町
キ
ン
爪
旭
川
J

仁
依
介
？
？
心
似
山
に
あ
ゐ
よ
よ
ー
に
あ
る
〈
守
門
家
は
、
庁
専
門
家
ぜ
か

J

る
山
見
の
弘
鮮
は
国

叩
貯
の
欠
如
に
よ
っ
て
起
＼
、
る
も
の
L
f

レ
ぐ
考
え
て
、
工
手
っ
と
i

：
ー
二
人
を
犯
て
か
ち
で
あ
る
c

こ
こ
で
深
く
役
澄
？
て
い
る
同
肢
の
本

H
d
＝ヘ
h
u－－
J
＼
リ
十
i
d
斗
l

仇、

室
内
立
口
ん
ソ
；

コ
マ
J

ド
ア
ン
ト
コ
ン
ト
ロ
レ
に
あ
る
こ
考
え
ら

ιよ
ミ
ノ
（
マ
ノ
げ
の
ヒ
λ

な
定
制
方
法
は
η
井
信
率
的
で
あ
り
、
よ
り
五

叫
質
的
に
は
そ
の
戦
賂
一
は
民
工
的
プ
ロ
セ
ス
が

i
分
に
機
悼
す
み
か
と
い
っ
制
点
か
ら
の
欠
貯
に
よ
る
も
の
て
あ
ゐ

お戸、？
ν

一つ一一十
R

つ
r

、、

J
j
i
’
l
d

－

V
 

絞
ら
は
知
軒
い
な
る
科
学
校
符
が
羽
作
利
い
同
一
川
法
て
あ
る
か
こ
い
う
公
取
に
は
受
け
入
れ
昨
い
問
題
ー
ド
州
問
、
れ
し
て
い
る
手
つ
で
あ

!){ j、d;''/'):,6 i，つ制l 引ワ：：：ocG'11 



ゴ
マ
／
ド
ア
ン
ド
コ
ン
ド
門

1
ル
ニ
夜
前
し
高
皮
～

τ僚
化
さ
れ
た
比
制
じ
あ
り
、

非
能
予
約
で
あ
る
ハ

よ
り
某
本
的
に
凶
山
Z
L
の
よ

う
な
戦
山
町
は
、

以
下
的
ブ
ロ
で
ザ
ヘ
が
適
一
戸
ト
機
能
ヂ
る
か
と
i

：
ー
制
占
か
ら
は
不

l
八
ん
で
あ
る

f

一、

之、
l

♂

Fι

、

市
尺
ャ
代
表
宇
中
畑
植
に

つ

に
i

、
円
一
般
的
な
問
題
ド
一
注
可
、
安
一

FMけ
ミ
せ
る
の
に
二
な
く
、
一
札
制
の

手
段

の
問
題
に
位
、
白
を
あ
て
、
そ
れ
に
に
コ
て
、

に
組
殺
さ

t
f
私
的
利
ぷ
集
団
の
力
争
培
強
さ
せ
、
法
律
を
彼
ら
の
何
狭
と
ド
的
ヘ
と
川
円
か
わ
せ
る
庄
ん
こ
な
ゐ
一
小
あ

叶

f

が
、
北
専
門
家
の
人
々
は
、
不
確
実
性
に
問
わ
ゐ
認
識
と
混
択
肢
の
枠
組
み
が
促
一
小
が
れ
よ
：
分
と
持
論
に
参
加
で
き
る
の
で
あ

れ
は
、
そ
の
科
半
的

z
し
て
技
術
的
な
事
項
に
閑
「
る
＝
品
川
明
を
長
質
的
に
変
化
さ
い
ず
一
ゐ
こ
と
に
な
？
Y
あ
の
、

l
市
民
の
軌
胤
は
、
関

一
必
ず
る
科
学
的
事
実
に
議
す
る
陣
内
会
的
欠
刈
む

L
ろ
ヲ
ご
の
士
ι

ノ
な
事
実
に
問
4
9
る
述
訴
の

ト
ァ
引
い
切
で
き
な
い
F

了
乙
に
L
N
U
F
市
じ
さ

れ
よ
う
。
そ
じ
て
、
多
く
の
場
ん
じ
そ
の
小
う
ん
J

問
題
は
誤
っ
丈
桁
ほ
hγ
誤
射
に
誌
づ
く
の
で
は
な
く
、
同
訟
に
な
る
宇
ぷ
に
つ
い
て
丹

呉
な
っ
人
民
寸
に
ぶ
つ
く
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

民
主
、
ド
工
義
は
、
市
民
か
ら
も
た

b
p
れ
た
川
匂
一
割
引
に
対
応
す
べ
き
ご
あ
る
〈
政
策
決
定
権
者
ゃ
専
門
家
は
、

遣
の
公
的
な
似
仙
一
キ
一

H

中
b
適
切
に
ほ
映
す
る
よ
っ
な
位
の
具
体
的
見
通
し
な
辺
及
ず
る
ご
と
も
で
え
る
が
、
こ
れ
に
対
応
仁
る
利
非
常
解
決
汲
は
な
い
で
あ

ff:l土模開心放出行1をの込l!f: : 

ヂ；ろ
ζ〉つ
勺ー〉

仁
一 口口

dろげi

ろ 日長

サー

'" ,, 
c 

＇~ 
十H
fセ
ゥデ

メ l

f声
似

基,-, 
く
し、
主

街
虫
〈
は
熟
慮
に
よ
る
え
王
的
む
位
決
む
い
よ
コ
て
の
み
勝
決
ち
れ

こ
こ
で
肌
八
一
以
深
…

J

い
こ
レ
｝
に
い
店
、

巾
J

円
J

ペ
ホ
的
判
断
の
根
底
に
あ
る
菜
市
の
存
’
止
に
つ
い
て
は
如
何
ん
ゆ
る
声
明
も
礼
受
け
ら

μ
な
い
に
予

相

ux
れ
る
被
守
（
平
年
間
山
被
害
手
数
と
い
っ
土
事
項
か
ら
く
る
ア
プ
ヨ
ー
デ
ル
、
採
り
た
が
る
」
う
ご
£
る
つ
非
専
門
忍
は
量
出
火
2

工
対
面

に
お
い
て
で
の
よ
う
と
ア
ブ
日
ー
チ
を
拒
絶
す
る
で
あ
？
「

九
之
川
一
三
、
土

阜
M
q
一一二
f

l

J

1

？、

与
門
家
の
い
一

v
L
モ
デ
レ
は

そ
の
共
通
の
ス

ヶ
、
ル
と

υ

て
、
片
J

子
り
れ
た
リ
ス
ク
か
ら
4i刷
ど
れ
く
ら
い
の
人
々
が
死
？
ー
μ

た
り
障
害
を
1
1
け
た
打
す
ふ
か
／
一
、
い
つ
次
一
六
的
企

明
り
か
f

ー
ド
依
拠
し
て
い

強
)] 

（臥ノ，ii'''?!:;5 '1日1)〔"1:j つOC5,11, 



一三

肌

ま
た
社
会
二
、

川
町
人
～
対
し
て
あ
支
い
尽
式
的
に

l
涼
し
な
い
川
崎
制
に
つ
い
て
は
計
洋
的
で
あ
る

ニ
山
よ
ろ
な
呼
山
か
ら
非
専
門

本
の
辺
川
併
は
、
単
に
判
断
に
つ
い
て
の
競
合
的
立
慨
念
で
は
な
く
、
専
門
家
山
代
守
案
J
り
も
思
慮
に
ホ
み
よ
り
埠
止
な
判
断
て
あ
み

斗＇＂

~ 

続
よ
什
の
堤
削
戦
賂
の
重
山
玩
な
役
割

μ

る
こ
と
で
あ

如
何
に

J

ご
意
思
決
定
。
フ
ロ
セ
ヌ
を
よ
り
以
下
化
す
る
か

る
に
専
門
家
と
非
同
門
家
の
判
断
の
逗
い
じ
、
円
玄
を
川
け
る
こ
じ
は
、

智
ハ
川
悦
ぶ
分
析
や
リ
ス
ク
比
較
に
つ
い
て
よ
り
只
休
日
的
な
問
問

を
明
ら
か
に
す
ノ
三
土
ゃ
っ

比一月

J
出

同
サ
河
家
と
η

非
出
け
汁
ヰ
ハ
山
認
識
の
制
法

山
民
ね
り
の
h
h主
に
川
崎
パ
わ
ら
ず
市
内
t
ル
千
三
非
寺
門
家
の

の
ht一
い
が
存
J

仏
す
る
n

F

）
れ
ら
の
刈
断
的
布
還
は
さ
）
か
ら
く
る
か
を

明
確
に
す
る
ご
ど
が
哲
裂
で
あ
る
。
た
八
な
る
母
乳
か
ら
j
乙
る
場
合
も
あ
る
が
、
事
く
の
ヶ

i
ス
て
は
リ
ス
ク
の
討
価
に
つ
い
ー
の

f
M
青
山
肌
h
；
舎
二
一
訟
設
か
ら
化
～
μ

る
も
の
で
は
な
い
し
そ
の
作
述
は
、
通
常
の
へ
ん
v
の
主
誠
泣
程
に
お
け
る
事
実
誤
認
よ
円
も

L
し
ん

純
粋
争
侃
情
引
の
い
な
屈
に
基
づ
く
ニ
レ
f

一
が
多
い
で
一
あ
ろ
っ
η

そ
れ
ら
の
追
い
に
、
川
切
に
対
応
す
る
こ
と
は
、

ャ
、
な
る
有
志
十
に
お
付
λn
こ

れ
ら
の
畑
述
山
市
叫
昭
一
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
る
ン
こ
の
よ
う
な
桐
述
カ
認
識
的
訟
－
4
恥
か
ら
ヨ
じ
る
叫
に
二
、
ド
井
tuヤ
門
家
の
卦
一
山
を
重
ん
じ

る
二
1
y

な
く
か
も
山
地
者
が
リ
ー
ダ
ー
、
J

ッ
フ
を
内
凡
打
Lo
べ
き
で
め
る

間
州
四
が
州
北
仰
の

の
場
合
に
は
分
析
は
μ凡
な
る
べ
さ
で
あ
ゐ
υ

こ
の
よ
う
な
時
に
は
専
門
家
主
キ
λ
に
る
必
裂
は
な
川
口
司
王
王
設
は
て
川
町
市
民
山
句
値
か
ら
も
た
ら
さ
札
ゐ
怯
却
に
対
応
す
べ
お
む

あ
る
ι
治
山
人
は
一
点
置
い
v
よ
る
氏
、
土
的
意
思
決
定
に
土
つ
て
の
λ
解
決
さ
れ
る
ご
あ
ろ
う
。
専
門
家
レ
非
専
門
家
と
ば
し
ば
？
〕
ば
具
な
み

川

f
つ

F

」りて、

そ
れ
ぞ
れ
に
ぷ
め
ら
れ
る
悩
恨
の
僅
知
七
日
拡
に
具
な
る
で
あ
ろ
う
c

政
策
選
択
は
、
単
に
物
質
的
Th来
や
も
た
ら
寸
の
み
な
ら
ず
、
政
策
決
定
権
者
が
ど
の
よ
う
な
制
他
に
悶
わ
ゐ
コ
ミ
ト
や
反
映
さ

ゼ
ペ
か
に
つ
い
て
甫
一
弘
て
あ
る
と
球
浴
さ
れ

2
kあ
ろ
う
。

ど
の
｝
で
一
な
仙
値
刊
J

他
に
濠
冗
す
る
か
、
日
以
ぺ
な
叫
昨
日
伯
が
知
れ
に
球
訴
さ

!){ j、d;''/'):,6 i，つ日l 引 :::ocG' 11 



れ
る
か
な
ど
で
あ
る
υ

政
恥
泣
択
の
物
質
的
結
果
L
r

感
受
的
結
思
ほ
双
方
L
Y

も
政
策
決
定
権
諸
に
1
y

つ
f
4山
川
叫
に
勧
来
、
～
れ
な
け
れ
ば

な
ら
と
い
じ
あ
月
h

I

ど
が
、
個
人
の
好
み
に
つ

v
イ
、
そ
の
選
択
か
ら
フ
ン
ク
づ
け
を
す
る
」
と
は
で
さ
な
い
っ
行
ス
ク
に
い
汗
し
て
付
加
的
な
I
〆～山日
γ
す

る
斗
／
ド
が
、
必
づ
｝
j
b
t
H
分
の
位
較
に
つ
い
て
の
仇
情
争
中
張
す
る
ボ
で
は
な
い

汁
川
姉
を
支
払
、
っ
か
と
い
っ
r
又
山
者
同
じ
の
美
南
は
、

人
々
が
マ
ウ
ト
に
い
わ
い
ど
私
的
に
λ
一
明
「
ゐ
姉
他
〆
一
、
兵
士
的
な
討
論
川
崎
IE
で
の
ふ
ム
明
と
は
異
な
る
こ

γ
有
人
－
一
を
毎
以
？
で
二
い

る
つ
ま
に
え
払
ラ
意
思
ノ
一
日
作
す
る
と
は
岐
脳
な
之
引
が
あ
る
と
い
う
問
題
に
関
わ

文
山
刊
す
今
立
惹
閉
山
の
F

フ
口
、
チ
に

の
問
忍
が
あ
る
、
人
々
が
闘
に

h
を
選
択
す
る
よ
ア
に
ぶ
っ
て
そ
の
れ
散
を
理
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
し
」
選
対
は
そ
の
状
況
の
い
で
の

桜
花
で
あ
斗
、
一
言
葉
で
表
さ
れ
た
も
の
て
は
な
く
、
そ
の
背
依
仁
あ
る
手
惰
を
町
民
い
軒
い
る
台
工
一
は
で
き
な
い
u

巡
択
の
人
を
ベ
ー
ス

と
し
亡
、
あ
る
い
は
そ
の
選
択
の
恨
氏
に
あ
る
も
の
を
助
来
世
ず
し
て
、
即
位
人
の
り
世
笠
を
ラ
ン
ケ
付
げ
す
る
こ
と
は
で
さ
な
い
口
立
川

志
ηぬ
と
計
肘
作
意
思
と
は
は
っ
き
り
と
別
物
で
あ
る
ー

そ
し
て
人
々
が
千
九
日
前
必
場
面
で
表
す
許
悩
レ
f

一
以
、
半
り
市
な
寸
訟
の
場
で
点
ず
評
仙
は

長
な
る
の
で

ff:l土模開心放出行1をの込l!f: : 

第
一
的

え

ケ

科
学
的
知
識
に
よ
る
解
決
に
つ
じ
て
、
非
専
門
家
レ
｝
事
門
家
し
r
の
途
：
一
心
配
属
i

品
h
る
考
f
方
も
あ
る

U

そ
れ
は
科
学
カ
解
決
ご

さ
な
い
問
肢
が

ν
は
し
ば
あ
る
こ
と

ン
ヂ
、
ぃ

だ
が
専
門
家
に

k
る
構
造
に
多
く
の
リ
ス
ク
規
制
を
主
的
す
る
ア
ゾ
コ

l
L

は
、
リ
ス
ク
と
そ
の
コ
ン
ト
口
ル
に
お
け
る
品
、
慮
過
程
に
と
っ
て
は
不
：
分
な
が
助
坊
対
1

〕
か
与
え
ら
れ
ず
、
多
核
な
公
災
の
制
四
一
解

を
反
映
、
川
相
λ
込
む
こ
こ
に
つ
一
い
て
は
ほ
と
ん
ど
基
盤
こ
な
ら
な
し
じ
リ
ス
ク
ロ
担
ぷ
は
そ
の
決
定
の
山
に
、
け
れ
な
っ
と
汀
伊
演
の
践
的

山
畑
定
を
、
辻
意
深
ノ
＼
認
識

L
て
織
り
仏
む
べ
え
仏
あ
り
、
公
衆
か
ら
の
イ
／
プ
〆
ト
や
す
λ

ふ
す
る
弘
行
J

山
地
山
門
川
じ
よ
る
配
分
決
定
に
茶
っ
く

J 、
ノ

カ

（臥ノ，it・'?J::0 '1 li:J) eiL つOC5.11, 



一三

肌

べ
き
ご
あ
る

そ
し
て
リ
ス
ク
の
質
的
倒
述
に
つ
い
亡
の
公
衆
の
知
、
完
と
の
透
切
な
従
合
を
見
出
3
ょ
っ
な
設
計
二
一

2
五
三
か
提
案

れ
る
べ
き
で
ふ

ま
だ
効
市
一
J
い
よ
ノ
机
拠
ト
ら
は
、

よ
り
」
い
決
定
を
碓
似

り
ヴ
ハ
ヲ
対
詰
戦
略
は
非
骨
内
ま
の
必
安
に
応
じ
て
、

斗＇＂

す
る
た
め
に
設
え
ら
札
る
ベ
ェ
主
で
あ
る

U

ミ
ら
一
に
況
下
的
と
、
V

F

つ
桜
拠
か
ら
は
、
参
加
が
い
%
効
的
会
制
絞
ヰ
持
つ
一
工
ス
ー
に
そ
〆
て
プ
ロ

み

ス

と

の
双
l
ハ
ザ
に
つ
い
て
信
初
が
構
築
さ
れ
る
た
め
に
、
池
切
と
雨
戸
相
川
の
情
h
Hが
公
附
さ
れ
る
？
さ
で

J
J

ス
ク
と
そ
れ
に
コ
い
て
の
け
川
百
に
つ

v
一
」
汁
岩
浪
く
作
成
さ
れ
た
マ

）
一
戸
ル
は
と
の
く
ら
い
功
を
奏
す
る
で
あ
ろ

P

っ
か
c

J

ス

ク
に
一
り
い
て
君
、
際
的
公
衆
の
評
価
と
そ
れ
ら
の
マ
一
－
ユ
F

月
が
マ

fmし
と
も
の
の
閣
に
は
相
間
関
係
は
は
？
二
一
な
か
っ

土
、
，

l
j
く

と
の
一
？
っ
に
「
聞
く
」
か
に
影
響
や
及
ほ
し
ね
る
々
ザ
へ
ん
な
ん
法
ζ

変
則
仁
対
必
」
て
改
，
話
さ
れ
る
べ
き
C
あ
ろ
、
つ
υ

時
ど
う
と
も
に
公
衆
が
生
向
す
る
り
ス
ク
は
変
化

L

す
る
。
キ
門
家
レ
一
非
寺
門
家
と
の
リ
ス
ケ
に
四
対
す
る
吋
断
は
し
は
し
ば
1

異
な
る
も
の

で
あ
る
。
官
僚
制
に
対
す
る
火
山
水
の
不
仁
川
は
、
規
制
混
在
の
懐
中
化
と
民
化
の
双
方
の
変
ぶ
へ
と
洋
く
で
あ
ろ
も
つ
。
二
引
間
棋
は
、

規
制
政
策
の
出
直
す
る
問
題
め
巾
わ
で
為
り
、
法
作
と
攻
ゑ
の
多
く
の
問
題
を
山
弘
常
一
負
つ
も
の
で
あ
る
じ
リ
ス
ウ
評
悩
と
リ
λ
ク
管
泣

に
つ
い
て
の
熟
練
投
の
円
熟
司
と
い
、
つ
泣
自
ら
あ
～
J
C

よ
山
内
ぷ
の
技
術
竹
知
識
の
レ
ベ
ル
は
駅
前
に
均

二
＼

Z
C
7
1
こ
す

ー

ー

し

店

宇

l
J
Z
i
－

－

の
R
M
J
M札
田
山
山
劇
的
仁
減
少
し
て
い
る

F

最
も
弘
主
な
例
二
、
核
憐
棄
仁
つ
い
て
の
行
九
一
L

ま
ノ
七
め
る
科
学
者
は
段
術
的
問
怠
み
し
て
は
ー
此
一
制
℃
あ
る

l
r

川
見
ど
も
、
公
衆
の
丘
町
に
ょ
う
ど
、
そ
の
川
地
の

亡
、
そ
れ
に
品
、
ノ
く
政
策
に

UFJT

は
仏
叩
ど
不
可
隠
と
な
つ
て
、
v
る

U

ま
た
あ
ゐ
者
は
干
」
、
つ
注
ベ
る
「

V

「
出
仏
机
恥
v問
暗
山
し
r

V

r

J

仇
不
叫
L
一v、
あ
ヴ
ω

）

政
策
的
に
は
解

仙
粧
の
注
い
を
反
制
収
？
〕
一
、
い
み

一一J

こ
と
も
め
る
c

公
衆
1
F
I
R
－
門
本
と
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
認
識
の
附
た
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
吃
へ
で
あ
の
う

ν

F

一
札
り
の
が
同
は
純
粋
ト
ト
占

T
l的
立
川
倒
的
没
い
を
反
攻
〈

f

h

い
る
こ
と
も
あ
り
、

多
核
な
中
市
川
制
怜
院
に
つ
い
て
の
公
夜
の
イ
頼
の
範
同
は
革
委
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
以
く
兆
i
僻
さ
れ
て
き
た
上
λ

で
あ
品
、

信
頼
を
両
市
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
埼
訴
ー
す
る
こ
と
は
、
よ
り
幼
学
的
な
助
制
政
策
的
市
心
一
七
あ
る
。

J
ス
タ
ー
ド
勺
い
て
の
公
京
の
認
識
は
、

キ
ー
弓
布
引
い

i
lー

!){ j、d;''/'):,6 i，つ引l引G:::ocG, 11 



そ
れ
を
替
川
市
崎
3
る
玄
任
を
主
沖
さ
れ
た
権
限
カ
F
h
拍
引
に
泊
す
る
か
に
つ
い
て
の
引
い
定
合
通
し
て
い
州
市
さ
れ
る
ハ

リ
ス
ク
♂
主
的
な
対
恒
よ
り
ら
も
？
と
つ
り
ス
ク
管
却
に
封
ず
る
公
一
一
の
信
頴
に
依
拠
す
る
わ

リ
ス
ク
ド
引
い
マ
の
♂
h
t
A
J
F

、し？一品、

A
ノ
オ
［

ま
た
白
、

l

仁
的
に
負
、
つ
り
ス
ケ

f
五
h
u
に
ば
｝
て
負
わ
さ
れ
る
り
ス
ラ
ム
ζ

〕
同
検
に
扱
う
記
授
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
決
滅
的
あ
る
い
は
回

復
小
艇
な
リ
ス
ケ
は
非
壊
滅
的
あ
担
い
は
同
後
昨
日
院
な
リ
ス
ク

一
、
以
組
む
く
き
で
あ
る
v

い
ミ
ノ
考
え
ん
は
附
川
護
♂
い
え
よ
っ
、

こ
の
品
慢
の
ぶ
く
数
’
灯
さ
れ
／
仰
円
相
加
は
民
、
一
的
な
市
続
性
を
右
す
る
だ
け
で
を
＼
；
分
に
芯
味
を
持
つ
で
あ
ろ
－

P

リ
ス
ク
は
質
的
に

異
な
る
。
七
二
、
ヲ
マ
れ
γ
り
が
ペ
J

活
に
関
わ
る
／
三
一
一
い
は
、
同
一
円
山
に
ι与
え
ら
れ
る
、
へ
え
で
は
な
い
で
あ
ろ
入
。

法
律
や
政
策
は
、
以
ハ
な
プ
た
行
政
的
方
向
か
ら
く
る
利
口
…
と
欠
U

に
踏
み
門
店
ん

f
珂
廷
に
蒸
づ
一
し
と
寸
m
k附
さ
れ
ね
る
べ
き

fλ
丹
羽

に
い
へ
ヒ
併
に
は
は
パ
を
唱
え
揃
い
で
あ
ろ
う
口
俊
教
の
ブ
口
グ
一
プ
ム
に
一
H
一
つ
に
沈
較
が
な
え
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
社
会
資
源
は
ぷ
も
深

刻
な
問
題

L
つ
ぎ
込
ま
れ
る
デ
エ
ロ
で
あ
る

U

質
問
山
な
州
問
先
順
位
決
定
は
官
僚
に
と
っ
て
ミ
ス
を
犯
き
な
い
と
い
う
宇
主
仁
よ
る
も
の
で

ら

j
、

J

y

 
よ
り
よ
い
俊
1
1
ん
前
位
決
定
は
近
代
政
川
に
と
て
正
要
な
没
制
で
あ
る
。
こ
の
柿
の
比
較
市
J

山
が
ノ
汀
え
る
よ
つ
な
取
中
化
台
れ

れ
一
地
内
涜
を
求
め
る
と
い
う
考
λ
方
し
成
h

H

L

仁
得
る
仁
あ
ろ
、
っ

リ
ス
々
の
べ
弘
前
叫
朽
は
長
な
る
槌
顎
の
リ
ス
ク
山
川
市
町
叫
質
的
な
桁
迫
や
決

ff:l土模開心放出行1をの込l!f: : 

｛
疋
の
際
に
考
山
出
す
べ
き
小
、
あ
口
、

そ
の
評
約
千
干
の
段
階
を
公
栄
に
よ
る
性
向
い
ん
比
や
可
法
高
査
仁
曝
す
べ
主
で
あ
る

F

ミ
ら
に
は
、
将
米
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
の

γネ
1
、
ン
メ
ン
下
、
に
つ
し
て
ら
刻
4
7さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
て
あ
ろ

第
四
約

参
加
白
交
社

J
J

ス
ク
に
つ
い
て
の
修
半
と
し
て
情
枝
問
ハ
に
か
ェ
ぷ
め
ら
れ
る
c

コ
マ
ン
ド
ア
ン
ド
コ
ン
ト
口
ー
ル
に
代
替

F
る
訓
1

〕
い
戦
略
に
つ
い

て
は
、

J

ス
ク
に
つ
い
て
の
地
惜
の
坦
併
や
勘
案
し
そ
ー
て
公
…
械
の
C
U郊
を
構
内
叫
ん
す
ゐ
こ
と
を
試
み
る
ペ
ェ
ζ

で
あ
る
c

こ
の
ア
段
に
つ

い
て
の
検
討
会
泊
じ
て
任
済
的
そ

L
t民
、
ニ
的
は
僚
や
促
五
ず
る
で
あ
ろ
う
改
華
か
考
祭
さ
れ
る
べ
き

f
あ

る

ま

た

｛

／

ソ

？

？

（臥ノ，it・IJ:;0 '1日S）〔:'I: つOC5.11, 



一三

肌

ル
な
UFJ話
二
、
浩
一
切
な
規
制
政
取
の
発
M
H
V
1
y

ゴ
ー
、
宝
珠
C
あ
る
と
い
与
観
点
か
ら
打
政
渇
程
の

日止
液z
I: 

で
あ
ろ
う

J

も
？
政
府
が
外
部
♂
者
と
の

f
ン
フ
ナ

1
7
凡
な
l
v
d
品
が
で
き
な
か
っ
一
む
な
ら
ば
、
規
制
政
治
は
囚
民
を
畑
一
析
す
る
も
の
と
な
内
保
み

斗＇＂

か
も
知
れ
な
い
u

こ
こ
で

対
誌
の
相
ー
の
滋
状
は
と
ず
も
凶
滞
な
も
の
？
と
な
る
と
特
定
の
グ
ル
ー
プ
が
公
械
の
政
府
職
同
一
に
J
J

ク
ヒ

ス
す
る
ご
が
主
情
で
あ
る
こ
こ
が
多
い
－

z
m結
果
は
私
的
グ
ル
y

！
ブ
に
よ
る
政
xH忍
態
を
創
り
だ
二
、

ν
ま
う
か
も
知
れ
な
い
、

lゴ
的

日付土一叫に
J
J

ご
、
の
情
報
開
ヤ
工
ロ
い
る
」
と
に
よ
り
、

不
安
と
疑
惑
を
生
み
出
す
ャ

r
い
れ
な
る
か
も
知
h
L

一
作
刈
℃
仰
向
ぺ
持
作
一

、i

h

i

口

J
 

p
t
hア
A
F
A
は

一J
4

／
卜
削
刑
判
引
の
ん
的
対
話
に
討
す
る
禁
止
矧
に
を
持
ι
J

な
い
。
そ
二
之
」

規
則
制
定
過
行
に
お

設
会
は

β

八
九

i
ハ
な
千
什
机
進
／

ru一
ね
れ
の
中
で
の
み
、
そ
の
よ
う
な
対
話
を
全
ご
守
一

F

の
よ
へ
な
対
話
の
恰
報
開
刈
U

引
を
安
ぷ
L
J＼
い
人
な
し

一日一

を
注
志
涼
ノ
＼
選
八
だ
。
行
政
絞
坊
の
ム
ロ
品
目
、
決
4

止
を
審
査
す
る
に
当
た

J
C
出
さ
れ
た
記
録
し
γ
人
十
亡
、
裁
斗
一
川
が
仏
間
報
と
し
て
山
県
件
L
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
唱
ら
か
で
な
い
）
記
ね
に
片
山
つ
い
て
決
定
勾
れ
ん
こ
と
を
、

行
成
機
関
が
裁
内
川
に
汁
L
ご
分
に
説
明
ず
し
史
的

似
し
杭
る
科
度
の
記
川
州
が
げ
丸
山

J

べ
れ
る
こ
と
を
、
裁
判
所
は
必
要
ぃ
一
4
7
7
x
る
で
あ
ろ
っ

規
制
を
進
め
る
に
吋
た
っ
て
山
、
非
専
門
家
の
汗
向
的
常
識
を
十
分
に
矧
み
込
む
よ
う
な
に
守
桁
モ
ヂ
ル
を
待
吊

v

す
る
こ
と
均
点
め
ら
一

れ
よ
っ
段
山
川
が
求
め
ら
れ
て
い
る
第

仁
そ
し
ご
門
官
も
毛
市
町
な
間
践
は
、
人
々
は
必
要
な
活
情
を
p

ヘ
ー
す
る
て
ー
が
で
さ
な
い
と
い

ー
こ
と
で
あ
う
ー
が
い
会
的
な
り
ス
ク
に
つ
い
て
礼
る
な
ら
ば
、

ワ
ン
ン
ト
／
や
り
が
呆
を
和
不
「
る
よ
り
わ
、
〆
ろ
、
情
報
に
よ
る
粍

必いな

Am択
を
が
持
す
る
こ
と
が
、
第
一
昨
片
徐
と
去
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
、
っ
し
ム
丁
一
辺
な
巡
践
は
、
見
制
よ

η
は
わ
し
ろ
山
口
氏
ヘ
の
一
一
発
を

込
め
る
ヲ

μ

一
で
あ
？
っ
と
考
え
ら

そ
し
て
、
政
再
ツ
ロ
ム
一
ス
の
品
川
へ
の
、
そ
し
て
そ
わ
に
対
す
る
市
民
主
出
ふ
促
進
す
る
こ
亡
に
よ
ワ
一
人
r
i
の
政

iHの
氏
、
土
的
弘
被

キ

士＇＂

せ
る
二
と
が
望
ま
れ
よ
う
υ

以
も
室
長
な
ス
一
T
F

／
フ
は
、
人
々
が
F
4
4

識

い
た
汀
断
会
一
f
え
る
よ
う
に
け
、
羽
が
ふ
分
ヘ
品

!){ j、d;''/'):,6 i，つ同l 引8:::ocG, 11 



情
報
を
提
供
3
る↑ゐ
l

r

t

あ
ろ
う
へ
だ
が
、

政
府
に
よ
っ
て
王
位
さ
れ
る
り
ス
タ
ー
可
話
仁
は
多
く
の

る
）
そ
れ
ら
二

山
口
氏
が
羽
訓
で
き
る
よ
う
な
品
川
裂
の
提
供
と
し
て
で
は
な
く
、
高
度
に
抽
象
化
代
札
不
叫
鮮
な
勧
告
と
い

FJMl躍
が
採
ら
れ
る
一
一
レ
）
が

多

v
q一
効
M
心
的
な
怯
報
開
ぷ
に
二
、
市
え
沖
拠
り
1
y

こ
ろ
と
す
る
よ
う
な
れ
念
に
つ
い
て
の

l
分
会
知
4
子
γ

以
求
ミ
れ
に
よ
J

っ

」
の
よ

う
な
肯
乏
な
ふ
ブ
レ
？
t

ム
ワ
ー
ク
や
閥
解
し
な
け
れ
ば
、
剥
し
い
情
日
は
川
知
仇
さ
れ
る
か
誤
解
さ
れ
て
し
主
～
i

こ
〆
一
じ
み
よ
る
か
も
知

れ
な
い
っ
分
一
引
の
専
門
家
が
思
い
る
よ
λ

な
情
報
開
示
の
仁
川
法
は
、
市
民
に
一
っ
て
怖
い
は
い
れ
基
づ
く
選
択
4
促
進
す
る
こ
と
に
は
な

η

糾
げ
な
い
で
あ
う

L

第
五
約

ゴ前

害
問
寸
家
ご
札
る
わ
政
山
悦
潟
と
非
寺
門
家
で
あ
る
市
民
と
の
判
闘
ー
が
対
止
す
る
ζ

と
が
し
ば
し
ば
あ
る
口
こ
こ
で
草
委
な

F
E一
は
、
そ

の
対
ー
リ
や
HhMm
の
食
い
違
い
が
何
に
尚
一
－
て

4
N〕
ご
い
る
か
と
い
、

2
Z
f一
ご
あ
る
し
者
門
家
は
、
こ
の
よ
う
な
見
鮮
の
作
泣
や
芯
見
の

対
立
は
、
必
専
門
家
で
あ
る
い
山
氏
の
逝
併
の
不
川
ー
か
ら
く
る
も
の
い
一
認
識
し

L
L主

2
」
と
ふ
り
リ
多
い
ょ
っ
で
L

あ
る
じ
だ
が
、
見
併
の
梓

ff:l土模開心放出行1をの込l!f: : 

1
t
除
に
ふ
同
事
中
人
に
以
7

0) 

に
川
川
る
も
の
よ
リ
は
、
む
し
ろ
で
の
松
ー
民
に
あ
る
缶
箔
似
に
民
「

泣
的
、
討
す
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